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会 社 名 株式会社 和井田製作所 事 業 内 容 特殊研削盤の製造・販売

本 社 岐阜県高山市片野町2121番地 資 本 金 8億4,330万円

代 表 者 代表取締役会長兼社長 和井田光生 従 業 員 数 165名(連結)

設 立 1946年10月(現在第94期目) 所 属 団 体 (一社)日本工作機械工業会

会社概要



代表取締役の異動について
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当社は、2022年5月11日開催の取締役会において、次のとおり代表取締役
の異動について内定いたしました。

正式には、2022年6月21日開催予定の定時株主総会および同株主総会後の
取締役会において決定いたします。

氏 名 新役職名 現役職名

和井田 光生 代表取締役会長 代表取締役会長兼社長

森下 博 代表取締役社長 専務取締役

久保 朝義 代表取締役副会長 代表取締役副社長
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2022年3月期

決算概要

※ 金額表示は単位未満切り捨てております。

％表示は四捨五入しております。



決算ハイライト（連結）

21/3期
通期
実績

22/3期
通期

修正計画※1

22/3期
通期
実績

前年同期比 計画比

売 上 高 4,206 6,415 6,485 154.2% 101.1％

売 上 原 価 2,614 3,907 3,916 149.8% 100.2％

売 上 総 利 益 1,591 2,507 2,568 161.4% 102.4％

〔 売 上 総 利 益 率 〕 37.8% 39.1％ 39.6% ＋1.8ポイント ＋0.5ポイント

販 売 管 理 費 1,305 1,605 1,587 121.6% 98.9％

営 業 利 益 286 902 981 343.0％ 108.7％

〔 営 業 利 益 率 〕 6.8% 14.1% 15.1% ＋8.3ポイント ＋1.1ポイント

経 常 利 益 325 923 1,042 320.0％ 112.9％

〔 経 常 利 益 率 〕 7.7% 14.4% 16.1% ＋8.3ポイント ＋1.7ポイント

当期純利益※2 222 613 694 312.2％ 113.2％

〔 当 期 純 利 益 率 〕 5.3% 9.6% 10.7% ＋5.4ポイント ＋1.1ポイント

（単位：百万円）

※1 2021/10/28 開示 ※2 「親会社株主に帰属する当期純利益」を「当期純利益」として表示しております
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業績推移（連結）
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品目別売上高（連結）
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貸借対照表（連結）

21/3期
期末

(21/3/31)

実績

22/3期
期末

(22/3/31)

実績

増減

現 金 ・ 預 金 5,032 5,943 910

売 上 債 権 1,058 1,397 338

た な 卸 資 産 1,880 1,720 ▲160

その他流動資産 294 161 ▲133

流 動 資 産 合 計 8,266 9,221 955

有 形 固 定 資 産 1,978 2,245 267

その他固定資産 389 454 64

固 定 資 産 合 計 2,368 2,699 331

資 産 合 計 10,634 11,921 1,287

（単位：百万円）

21/3期
期末

(21/3/31)

実績

22/3期
期末

(22/3/31)

実績

増減

仕 入 債 務 309 673 364

有利子負債(短期) 602 735 132

その他流動負債 241 756 515

流 動 負 債 合 計 1,153 2,165 1,012

有利子負債(長期) 962 665 ▲296

その他固定負債 279 295 15

固 定 負 債 合 計 1,241 960 ▲280

負 債 合 計 2,394 3,126 732

純 資 産 合 計 8,239 8,794 554

負債・純資産合計 10,634 11,921 1,287

（単位：百万円）＜資産の部＞ ＜負債・純資産の部＞
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キャッシュ・フロー（連結）

21/3期

(20/4/1～21/3/31)

実績

22/3期

(21/4/1～22/3/31)

実績

営業活動によるキャッシュ・フロー ▲311 1,336

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲108 ▲140

フリー・キャッシュ・フロー（※） ▲419 1,195

財務活動によるキャッシュ・フロー 563 ▲333

現金及び現金同等物に係る換算差額 ▲9 48

現金及び現金同等物の増減額 134 910

現金及び現金同等物期首残高 4,557 4,692

現金及び現金同等物期末残高 4,692 5,603

（単位：百万円）

※ フリー・キャッシュ・フロー＝営業活動によるキャッシュ・フロー＋投資活動によるキャッシュ・フロー
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2023年3月期

業績見通し

※ 金額表示は単位未満切り捨てております。

％表示は四捨五入しております。



日工会／当社 受注比較
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（出所｜日本工作機械工業会）
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業績見通し（連結）

22/3期
通期
実績

23/3期
通期

見通し

上半期
見通し

下半期
見通し

売 上 高 6,485 7,274 3,362 3,912

売 上 原 価 3,916 4,416 2,086 2,330

売 上 総 利 益 2,568 2,857 1,275 1,582

〔売上総利益率〕 39.6% 39.3％ 37.9% 40.4％

販 売 管 理 費 1,587 1,821 827 994

営 業 利 益 981 1,035 447 587

〔 営 業 利 益 率 〕 15.1% 14.2% 13.3% 15.0%

経 常 利 益 1,042 1,049 455 594

〔 経 常 利 益 率 〕 16.1% 14.4% 13.5% 15.2%

当 期 純 利 益※ 694 730 316 414

〔当期純利益率〕 10.7% 10.0% 9.4% 10.6%

配当金(１株当たり)
年間 30円 年間 34円(予定) 中間 17円(予定) 期末 17円(予定)

（単位：百万円）

※ 「親会社株主に帰属する当期純利益」を「当期純利益」として表示しております
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業績推移見通し（連結）
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品目別売上高見通し（連結）
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※ 最終据付地ベースで集計しております。
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（百万円）
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2023年3月期の通期見通しについて
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全体的な見通し
・新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢の影響は懸念されるが、世界経済

は当面堅調に推移するものと予想。

金型関連研削盤の市場見通し
・中国においてロックダウンの影響が懸念 前年同期比 売上高

される。 16.6%減を想定
※P.13を参照

切削工具関連研削盤の市場見通し
・国内、海外ともに、引き続き需要が高まる 前年同期比 売上高

見通し。 32.9%増を見込む
※P.13を参照

以上の見通しにより、全体の通期売上高は前年同期比 12.2%増を見込んでいる。

なお、大型の設備投資にともなう減価償却費負担、欧州の現地法人立上げに
ともなう費用、ＤＸ推進に関連したシステム投資など、費用の増加を見込ん
でいることから、売上の増加に比べ利益は小幅な増加にとどまる見通し。



経営課題の

進捗状況



生産性の向上
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生産性向上に向けた取り組みの一環として、老朽化した生産設備を、

自動運転可能な高生産性設備へと更新を進めております。

写真の設備は本年６月からの本格稼働

を予定しており、第94期はその他に複数

の設備更新を計画しております。

一昨年から導入した工程管理システム

（生産スケジューラー）と合わせ、自動

運転の拡大など生産設備稼働の最大効率

化を推進してまいります。

現在導入中の生産設備



欧州市場の攻略
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当社の重点課題であるグローバルニッチトップ戦略の中核となる

取組みとして、ドイツのフランクフルトに欧州現地法人"WAIDA 

Europe GmbH" を設立する運びとました。

当現地法人を足がかりとして営業体制・ユーザーサポート体制を

拡充し、欧州域でのさらなるシェア拡大をめざしてまいります。

欧州現地法人が入居するオフィスビル



半導体関連研削盤

半導体市場への拡販について、水面下で継続して取り組んでおりまし

たが、半導体不足による需要の高まりを受け、この度大口の受注を獲得

いたしました。

これは、既に納入済の半導体

関連研削盤が10年以上安定して

稼働しており、その高精度、

信頼性が評価されたものです。

半導体市場の深耕
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https://www.waida.co.jp

問い合わせ先： 経営企画室

TEL : 0577-32-0390

E-mail : ir@waida.co.jp

本資料には、将来の業績見通し等を記載しておりますが、現時点での

経済環境や事業方針など一定の前提に基づいて作成しております。

従いまして、実際の業績は、需要変動や為替変動などの様々な要素

により、業績見通しとは異なる結果となりうることをご承知ください。


